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スキー部
2 0 1 2 / 1 / 3 - 9　長野・志賀高原  西館山 F I S 公認コースほか

第27回全日本学生アルペンチャンピオンスキー大会

 男子大回転（1/6実施）／優勝  篠原由馬（法1）

 男子回転（1/7実施）／優勝  宮本慎矢（法1）

2012 / 3 / 1 6　長野・車山高原

2012全日本学生スノーボード大会

 女子回転／優勝 志鷹あかり（文3）

スケート部（アイスホッケー）

1 1 / 1 1 - 1 3　ハンガリー・ミシュコルツ

テレノールカップ（EIHC Hungary 2011）

 　日本代表／選出  GK 小野田拓人（法1）
→日本代表は2位

12 / 1 2 - 1 8　ポーランド・ティヒ

2012 IIHF世界U20選手権大会（ディビジョン1グループB）

 　U20日本代表／選出  
  G K  小野田拓人（法1） FW  越後智哉（法1）
  FW  室谷　徹（総1）
 →GK小野田選手は対カザフスタン戦でベストプレーヤーに選出
 →日本代表は6位となりディビジョン2グループAに降格

2012 / 1 / 6 - 9　北海道・苫小牧市白鳥アリーナほか

第84回日本学生氷上競技選手権大会

 　優勝  中央大学   
 →創部以来初の学生日本一
 →最優秀選手賞に、主将・水内直人選手（法4）が選出

→ベスト6に重野駿佑（商4）、室谷徹（総2）、伊藤剛史（法1）、
鈴木博敦（総3）、佐々木亮（法4）の5選手が本学から選出

5/18 - 2 2　中国・長春

2011IIHFユニバーシティ・チャレンジカップ・オブ・アジア

 優勝 大学日本代表　　
  DF 東城佑紀（法2）　FW 越後智哉（法1）

→日本・中国・韓国・チャイニーズ台北が参加

創部92年目で新たな歴史、悲願のインカレ初優勝　―スケート部（アイスホッケー）

　1920（大正9）年創部の中央大学ス

ケート部（アイスホッケー）が、2012

年1月、北海道苫小牧市で行われたイン

カレ（第84回日本学生氷上競技選手権

大会）で初優勝を飾りました。

　2月に開催された第79回全日本選手

権では、準々決勝でアジアリーグに加盟

のプロチーム、日光アイスバックスに敗

退したものの、確実にパワーアップした

中大アイスホッケー部。来季はぜひリン

クへ応援にお越しください。
写真提供：中大スポーツ新聞部

航空部
8 / 1 0 - 1 8　埼玉・妻沼滑空場

第15回原田覚一郎杯大学対抗グライダー競技大会

 最優秀選手賞・Aコース距離選手賞
 熊谷市長賞・滑空奨励賞
  北　信哉（法4）

→各賞の受賞は、事実上の優勝となる

 Bコース距離選手賞 原　健人（商2）

→Aコースは免許所有者の部、Bコースは免許非所有者の部
→団体では中央大学Aチームが3位と健闘

準硬式野球部
8 / 1 6 - 2 2　北海道・札幌円山球場ほか

第63回全日本大学準硬式野球選手権大会

 優勝 中央大学　　
→2年ぶり9回目の全国制覇

12 / 1 0 - 1 2　中国・広州

2011全日本大学選抜チーム　友好親善交流野球試合

 全日本大学選抜チーム／選出 中央大学　　
  主将・内野手 亀井豪人（法4） 内野手 金城賢司（商4）
  投手 古賀達彦（商3） 投手 清水彰仁（商2）
  投手 笠継泰成（商2） 外野手 高野　桂（商2）
  外野手 赤嶺　康（商2） 捕手 勝又　駿（文2）

→全日本大学選抜は4戦し2勝
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全 国 大 会 優 勝 ／ 国 際 大 会 出 場 部会・個人
̶ 2 0 1 1 年 4 月～ 2 0 1 2 年 3 月̶

日本から台湾へ、泳いで届ける感謝
日台黒潮泳断チャレンジ2011に水泳部員が参加

　2011年9月、沖縄県与那国島をスタートし台湾東海岸

までの約150kmを日本のスイマー６名が50時間かけて

交代で泳ぐ「日台黒潮泳断チャレンジ2011」に、水泳部の

山田浩平選手（法3＝2011年度）が参加しました。

　このプロジェクトは、東日本大震災時に台湾から贈られ

た義援金への感謝のメッセージを届けるという意味合いも

込められたもので、サメ対策など万全のサポートのなか、

福島県相馬市出身の山田選手らが渾身の泳ぎで感謝を伝え

ました。また、本学OB の松本彧彦さん（昭和38年法卒）

も実行委員長として運営のサポートにあたりました。

自転車競技部
5 / 2 8 - 2 9　東京・立川競輪場

第80回全日本アマチュア自転車競技選手権大会
トラック・レース

 男子エリート スクラッチ／優勝 緑川竣一（法1）

8 / 1 7 - 2 1　ロシア・モスクワ

2011年ジュニアトラック世界選手権自転車競技大会

 男子3km個人追抜競争／36位
 男子4km団体追抜競争／11位 日 本　　　
  黒瀬耕平（法1）

インカレ団体（総合）3位、ロードレースで優勝

昨年9月に長野で行われたインカレでは、中央大学が

団体総合3位、男子チームスプリント2位のほか、個

人種目でも2名が3位となる活躍でした。また、今年

6月に行われた全日本学生選手権チームロードタイム

トライアル大会では、中央大学が優勝しています。

バレーボール部
8 / 1 - 1 0　ブラジル・リオデジャネイロ／ニテロイ

2011バレーボール世界ジュニア男子選手権大会

 男子／12位 日本代表　

   ウイングスパイカー 新井洋介（法2）
  ミドルブロッカー 傳田亮太（経2）

8 / 1 2 - 2 3　中国・深圳

第26回ユニバーシアード競技大会

 男子／9位 日本代表　

   ウイングスパイカー 千々木駿介（法4）
  ウイングスパイカー 渡邉奏吾（法3）

フェンシング部

1 1 / 5　ウクライナ・キエフ

ジュニア男女サーブル・ワールドカップA大会
（The Golden Gate 2011）

 男子サーブル／56位 前田脩吾（経2）

12 / 3　イギリス・ロンドン

ジュニア男子フルーレ・ワールドカップA大会
（Eden Cup）

 男子フルーレ／139位 高阪一世（法1）

12 / 3　ドイツ・ドルマーゲン

ジュニア男女サーブル・ワールドカップA大会
（Preis der Chemiestadt Dormagen）

 男子サーブル／98位 前田脩吾（経2）

2012 / 1 / 2 1　フランス・ドゥルダン

ジュニア男女サーブル・ワールドカップA大会
（Coupe de la Ville de Dourdan）

 男子サーブル／103位 前田脩吾（経2）

6 / 4 - 5　スイス・ベルン

2011年フェンシング スイスグランプリ国際大会

 男子エペ／96位 伊藤　心（法4）

11 / 6　神奈川・慶應義塾大学日吉校舎記念館

2011日本拳法国際選抜個人選手権大会

 75kg超の部／優勝 浜田翔平（法4）

拳法部

写
真
提
供
：
中
大
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
部

サ
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ブ
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多
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前
田
選
手
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ポ
ー
ツ
新
聞
部
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※ 学年は2011年度

サッカー部

1 1 / 2 2 - 2 0 1 2 / 3 / 1 4　バーレーン、ヨルダン、マレーシアほか

ロンドンオリンピックアジア最終予選

 U-23日本代表／選出 DF 大岩一貴（経4）

6 / 1 4 - 2 6　イタリア

イタリア／アンジェロ・ドッセーナ国際ユース大会

 準優勝 全日本大学選抜　

  GK シュミット ダニエル（法2）
  FW 皆川佑介（経2）　DF 岡崎亮平（経1）

6 / 1 9 , 2 3　北朝鮮・平壌ほか

ロンドンオリンピックアジア2次予選

 U-22北朝鮮代表／選出 FW 安  柄俊（経3）

8 / 1 2 - 2 3　中国・深圳

第26回ユニバーシアード競技大会

 優勝（金メダル） 日本代表　

  DF 大岩一貴（経4）　MF 六平光成（経3）

2011年度）が先発、8回から石垣永悟

投手（商1＝2011年度）が継投し、1点

を守りきっての勝利でした。

　2012年の東都大学野球春季リーグ

では、出だしは好調だったものの、後半

戦でやや失速し、3位となりました。9

月開幕の秋季リーグでは、春季の悔しさ

をバネに、優勝をめざします。神宮球場

スタンドから大きなご声援を！

硬式野球部と阪神タイガースがオープン戦
多摩キャンパス硬式野球場で今年3月に開催、1-0で中央大学の勝利

　昨年3月の対巨人戦につづき、2戦目

となったプロ野球育成リーグとのオープ

ン戦、対阪神タイガース戦が多摩キャン

パス硬式野球場で2012年3月15日に

行われ、1対0で中央大学が勝ちました。

同部部長の福原紀彦総長・学長が見守る

なか、両チーム投手がともに好投し、引

き締まった試合となりました。

　中央大学は島袋洋奨投手（商1＝

1 0 / 7 - 1 0　大阪・能勢町射撃場

第24回全日本女子学生ライフル射撃選手権大会

 50mライフル女子伏射60発／優勝
 50mライフル女子3姿勢60発／優勝

  清水綾乃（商3）

射撃部

2 0 1 2 / 1 / 1 1 - 2 2　カタール・ドーハ

第12回アジア射撃選手権

 10mエアライフル女子立射40発／44位
 50mライフル女子3姿勢60発／30位
 50mライフル女子伏射60発／31位

  清水綾乃（商3）

8 / 1 2 - 2 3　中国・深圳

第26回ユニバーシアード競技大会

 10mエアライフル立射60発／50位
 10mエアライフル立射60発団体／15位
 50mライフル3姿勢120発団体／10位
 50mライフル伏射60発団体／5位

  山下理貴（文5）

 10mエアライフル立射40発／20位
 50mライフル伏射60発／31位
 10mエアライフル立射40発団体／17位
 50mライフル3姿勢60発団体／11位
 50mライフル伏射60発団体／14位

  清水綾乃（商3）

5 / 1 3 - 1 5　大阪・はびきのコロセアム

第57回全日本学生ウエイトリフティング個人選手権大会

 85キロ級／優勝 木下竜之（商2）

重量挙部

9 / 1 7 - 1 8　兵庫・明石市産業交流センター

第19回日中韓フレンドシップトーナメント

 85キロ級／3位 木下竜之（商2）
 94キロ級／出場（記録なし） 安江勇輝（文3）

清
水
綾
乃
選
手

写
真
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：
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ー
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新
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全 国 大 会 優 勝 ／ 国 際 大 会 出 場 部会・個人
̶ 2 0 1 1 年 4 月～ 2 0 1 2 年 3 月̶

6 / 9 - 1 2　インドネシア・ジャカルタ

2011年アジア・ジュニア選手権

 男子フリースタイル74キロ級／2回戦敗退

  森　達也（法3）

レスリング部

1 1 / 4 - 6　シンガポール

シンガポールクリケットセブンズ2011

 日本代表／選出 BK 羽野一志（法2）
→7人制ラグビー。日本はカップトーナメント準々決勝で敗退

ラグビー部

2016五輪の追加種目、7人制ラグビー

2016年に行われるリオデジャネイロ五輪の追加種目

として、7人制ラグビーが採用されました。それに向

けた日本代表候補（U-20）メンバーに、今年4月に入

学した高悠也選手（商1・WTB, FB）が選ばれ、合宿な

どに参加しています。ロンドンの次のリオに向けて、

中大ラグビー部の活躍にご声援を！

5 / 2 4 - 6 / 5　グルジア・トビリシ

IRBジュニアワールドラグビートロフィー2011

 準優勝 U 20日本代表　　
  BK 羽野一志（法2）

6 / 8 - 7 / 4　ニュージーランド

日本A代表　ニュージーランド遠征

 日本A代表／選出　　 BK 羽野一志（法2）

6 / 2 6 - 7 / 2　中国・香港

アジアラグビージュニアチャンピオンシップ
（IRBジュニアワールドラグビートロフィーアジア予選）

 優勝 U 2 0日本代表　　
  BK 木上鴻佑（法1）　BK 鈴木健士郎（法1）
  BK 松井完至（文1）

→参加4カ国で行われ、日本代表は本戦への出場権を獲得

10 / 1 4 - 1 6　埼玉・戸田ボート場

第52回全日本新人選手権大会

 男子舵手つきフォア／優勝 中央大学　　

ボート部

水泳部

1 1 / 1 2 - 1 3　東京・東京辰巳国際水泳場

FINA競泳ワールドカップ東京2011

 男子1500m自由形／優勝 瀧口陽平（法1）

11 / 1 2 - 1 3　東京・東京辰巳国際水泳場

第53回日本選手権水泳競技大会　競泳競技（25m）

 男子1500m自由形／優勝 瀧口陽平（法1）

8 / 1 2 - 2 3　中国・深圳

第26回ユニバーシアード競技大会

 男子400mメドレーリレー／優勝（金メダル）（第4泳者） 
 男子50m自由形／3位（銅メダル） 
 男子100m自由形／3位（銅メダル） 
  塩浦慎理（法2）

 男子800m自由形／15位 瀧口陽平（法1）

9 / 2 - 4　神奈川・横浜国際プール

第87回日本学生選手権水泳競技大会（インカレ）

 団体／優勝 中央大学　  
→3年ぶり13回目

 男子50m自由形／優勝 塩浦慎理（法2）
→日本記録タイとなる22秒11をマーク

 男子200mバタフライ／優勝 野沢拓矢（経4）
→昨年につづいてこの種目で2連覇を達成

 男子400ｍリレー／優勝 中央大学  　
  第1泳者 塩浦慎理（法2） 第2泳者 宮本淳平（法2）
  第3泳者 水野雄介（法4） 第4泳者 平　龍大（法3）

→メンバーは異なるものの、中央大学が2年連続優勝

9/9 - 1 1　山口・山口きらら博記念公園水泳プール

第66回国民体育大会

 成年男子100m自由形／優勝 塩浦慎理（法2）
→49秒06は大会新記録

新
人
戦
で
の
優
勝
を
バ
ネ
に
、イ
ン
カ
レ
優
勝
を
め
ざ
す
。
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全国大会優勝／国際大会出場 部 会・個 人
̶ 2 0 1 1 年 4 月～ 2 0 1 2 年 3 月̶ ※ 学年は2011年度

陸上競技部

1 0 / 2 1 - 2 3　愛知・名古屋市瑞穂公園陸上競技場

第27回日本ジュニア陸上競技選手権大会

 男子やり投／優勝 加藤拓也（文1）

10 / 2 8 - 3 0　神奈川・日産スタジアム

第95回日本陸上競技選手権リレー競技大会

 男子4×100ｍリレー／優勝 中央大学  　
  第1走者 畠山　純（総3） 第2走者 飯塚翔太（法2）
  第3走者 女部田亮（法2） 第4走者 木村　淳（法2）

→中央大学の日本選手権優勝は24年ぶり

 男子4×400ｍリレー／優勝 中央大学  　
  第1走者 加瀬宏二郎（商3） 第2走者 飯塚翔太（法2）
  第3走者 木村　淳（法2） 第4走者 鬼塚祐志（法3）

→3分5秒02は大会新記録。本学の日本選手権優勝は20年ぶり
→リレー2種目制覇は大会史上30年ぶりの快挙

5/2　石川・石川県西部緑地公園陸上競技場

第27回日本ジュニア陸上競技選手権大会（長距離・競歩）

 男子10000m／優勝 新庄翔太（法1）

8 / 2 7 - 9 / 4　韓国・大邱

第13回IAAF世界陸上競技選手権大会

 男子短距離日本代表／選出 川面聡大（法4）

7 / 7 - 1 0　兵庫・神戸総合運動公園ユニバー記念競技場

第19回アジア陸上競技選手権大会 兵庫・神戸大会

 男子100m／3位
 男子4×100m／優勝 日本代表（第1走者）
  川面聡大（法4）

 男子200m／4位 飯塚翔太（法2）

9 / 9 - 1 1　熊本・熊本県民総合運動公園陸上競技場

第80回日本学生陸上競技対校選手権大会（インカレ）

 男子200m／優勝 飯塚翔太（法2）

 男子4×100ｍリレー／優勝 中央大学  　
  第1走者 女部田亮（法2） 第2走者 川面聡大（法4）
  第3走者 河合元紀（文4） 第4走者 飯塚翔太（法2）

 男子4×400ｍリレー／優勝 中央大学  　
  第1走者加瀬宏二郎（商3） 第2走者 岩本大志（法2）
  第3走者 鬼塚祐志（法3） 第4走者 木村　淳（法2）

→4×400mリレーは昨年につづいての2連覇
→リレー2種目制覇は50年ぶり

8/12 - 2 3　中国・深圳

第26回ユニバーシアード競技大会

 男子100m／準決勝7位 川面聡大（法4)

 男子200m／準決勝5位 飯塚翔太（法2）

11 / 2 7　大阪・近鉄自動車学校

全日本学生自動車運転競技選手権大会

 男子小型貨物A／優勝 光本圭佑（法3）

自動車部
2 0 1 2 / 2 / 2 0 - 2 9　スウェーデン・オレボロ

2012サフィール国際オープン

 女子シングルス クラス1／優勝
 女子シングルス エリート／ベスト8
 U21 女子シングルス／ベスト16
  松村夏海（法2）

女子卓球部

全日本大学総合でダブルス２位

昨年10月に行われた第78回全日本大学総合卓球選

手権大会で、根本理世（文3）・北岡エリ子（文2）ペアが

女子ダブルスで2位と活躍しました。※ 学年は2011年度

女子陸上競技部
6 / 1 7 - 1 9　神奈川・平塚市総合公園平塚競技場

2011日本学生陸上競技個人選手権大会

 女子400mハードル／優勝 米田知美（文3）

9 / 9 - 1 1　熊本・熊本県民総合運動公園陸上競技場

第80回日本学生陸上競技対校選手権大会（インカレ）

 女子400mハードル／優勝 矢野美幸（文4）
→57秒06の大会新記録樹立

→団体では総合2位と健闘（トラックでは1位）

日本陸上競技選手権大会（混成競技）で優勝

今年6月に開催の日本選手権で、赤井涼香選手（文4）

が女子七種競技で優勝、また、同選手権（別日程）トラッ

ク競技で3名、フィールド競技で1名が入賞しました。

2011年度 駅伝の結果　―陸上競技部（長距離）

　シーズン幕開けとなる10月の第23回出雲駅伝は、6

名の選手のうち4名が三大駅伝に初出場という顔ぶれで挑

み、結果は9位とふるわなかったものの、次のレースへの

布石となりました。伊勢路を走る11月の全日本大学駅伝

では、8選手のうち7名が区間6位以内の記録で、中大は

5位でゴール。シーズン集大成となる箱根駅伝では、結果

こそ総合8位と目標にはおよ

びませんでしたが、重責を

背負った力走を、中大歴代

2位（1区西嶋）、初出場で区

間3位（6区代田）、力を振り

絞った区間2位のゴール（10

区塩谷）など好走が引っ張り、

「全員駅伝」の力でシード権を

守って来年へと繋ぎました。

皆さまの応援が日々の練習の

力になっています。

中大箱根駅伝応援サイト… www.chuo-u.ac.jp/chuo-u/ekiden
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